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サプライチェーン全体の 
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確固たる取り組みを実証する。
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急速に変化するリスクと複雑な規制環境に満ちた今日において、責任ある調達戦略は単
なる選択肢ではなく、将来を見据える企業にとって不可欠なものです。

ESG規制は引き続き勢いを増しており、消費者の期待は、責任ある方法で調達された製品とサプライチェーンの透明性を優先するように
なっています。その結果、責任ある調達への確固たる取り組みを示すことが、これまで以上に重要になっています。このような重要な局
面で、LRQAのコンプライアンス、ESG、サプライチェーンの専門家チームは、サステナブルな未来を築くためにお客様のビジネスを支援
します。

責任ある調達の取り組みを始めようとしているお客様、またサプライチェーンにおける具体的なニーズがあるお客様に向けて、LRQAが支
援いたします。

サプライチェーンの透明性を高
める

消費者を含むステークホルダー
の期待に応える

既存・将来のステークホルダー
に対して、責任ある調達の資格
証明(クレデンシャル)を示す

衛生、安全、労働基準などに関
する期待など、事業展開する市
場について理解する

既存の法令と今後の法令の両方
を遵守する

サプライチェーン全体における
労働者の待遇を把握する

ステークホルダーの信頼を獲得
し、自社のブランドがいかに倫
理的であるかを示す



前へ 次へ

責任ある調達 － 概要ガイド｜4

7

責任ある調達プログラムが成功すれば、戦略的課題を具体的な戦術的作業プログラムに直接結びつけることができ、規制要件を満たしながら、
パフォーマンス強化に向けたリスクの特定、優先順位付け、管理ができます。

LRQAのエンドツーエンドのサービスエコシステムは、審査、アドバイザリー、プログラム管理、分析ソリューションを網羅しています。

LRQAとの協力による、効果的な責任ある調達プログラム

サプライヤーの
マッピング

リスク評価 サプライヤーの 
教育研修

以下を含むモニタリングと調査： 

規制要件

1

レビュー： 
現在の状況

2
5

•	 ERSA、Sedex SMETA、amfori BSCI
など、世界の主要なプログラムを使用
した監査

•	 労働者調査の統合
•	 認められた監査の同等化
•	 SAQ
•	 苦情処理メカニズム
•	 是正措置計画管理

3 4 6

影響評価

診断と設計 トレーニング 是正

詳細はお問い合わせください à

https://www.lrqa.com/ja-jp/contact-us/
https://www.lrqa.com/en-gb/smeta/certification/
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ERSA
ERSAは、LRQAが所有・運営する、業界の責任ある調達監査に関する先進的なプレミアムソ
リューションです。使いやすいデータ中心のツールコレクションにより、EiQから得たサプラ
イヤー・チェーン・インテリジェンスの知見を取り入れた柔軟な責任ある調達プログラムを通
じて、新たなリスクに対応することができます。

お客様によるサプライチェーンの課題への対応を支援するERSAは、世界中の50以上の主要な
小売業者、ブランド、企業で採用され、1万以上の職場に導入されています。

ERSAは以下を提供します

•	 信頼できるデータに基づく実用的な知見

•	 適切な報告やプログラムのレビューを可能にする、従業員の所感、人口統計、中核的な 
社会・環境問題の詳細な分析を統合した緻密なデータ

•	 社会・環境関連法とESG規制の遵守を確保するためのツール

•	 オプションの是正措置計画でリスクを特定し対処するためのツール

世界有数の監査プログラムによる
モニタリング

ERSAの詳細についてLRQAに問い合わせる à

https://www.lrqa.com/ja-jp/ersa-responsible-sourcing-assessment/
https://www.lrqa.com/en-gb/smeta/certification/
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SEDEX SMETA 

Sedex Members Ethical Trade Audit（SMETA）は、
自社の事業やサプライチェーンにおける労働、安全衛
生、環境パフォーマンス、倫理の基準を理解するのに役
立ちます。世界で最も広く利用されている社会監査であ
る SMETA は、2 ピラー監査または 4 ピラー監査を用い
てリスクを特定し、優先順位付けを行います。

SMETA監査を完了すると、サプライチェーン全体で完
全な透明性が確保されるだけでなく、包括的な是正措置
計画を通じて、すべてのステークホルダーのパフォーマ
ンスを向上させることができます。

amfori BSCI 
（社会的コンプライアンス）

Business Social Compliance Initiative（BSCI）は、
世界的サプライチェーン全体の工場や農場における社会
的コンプライアンスと改善の推進に関して、企業を支援
する主要な監査手法です。BSCI 監査は、労働者の権利、
公正な賃金、労働安全衛生などを含む社会的コンプライ
アンス規格の遵守を包括的に評価するものです。

amfori BSCIを利用すると、監査データは1つのBSCI
データベース上ですべての参加者と共有され、情報共有
にかかる時間とコストを削減できます。

Sedex SMETAの詳細についてLRQAに問い合わせる à amfori BSCIの詳細についてLRQAに問い合わせる à

https://www.lrqa.com/ja-jp/smeta/
https://www.lrqa.com/en-gb/smeta/certification/
https://www.lrqa.com/ja-jp/contact-us/
https://www.lrqa.com/en-gb/smeta/certification/
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労働環境基準統合プログラム 
（SLCP）

労働環境基準統合プログラム（SLCP）は、サプライチェー
ンデータをグローバルに収集するためのツールの提供に
より、労働条件を改善することを全体的な目標とする複
数のステークホルダーのイニシアチブです。SLCP は、 
アパレル・フットウェア業界全体の連携を強化するため、
共通のデータツールおよび検証方法である Converged 
Assessment Framework（CAF）を構築しました。これ
らは共に、施設における社会・労働条件に関する検証され
たデータセットを作成するためのツールを提供するもので
す。

SLCPを選択することで、施設はこの検証済みデータをス
テークホルダーと共有し、社会監査を繰り返し行うことが
不要になります。

コンプライアンスとサステナビリティ
のイニシアチブ（ICS）
コンプライアンスとサステナビリティのイニシアチブ

（ICS）は、繊維、小売、フットウェア、電子機器、家具の
各部門で操業する工場の労働条件の向上を目的とする、会
員制のイニシアチブです。ICS は、知識を共有し「監査疲れ」
を軽減するための共通のコラボレーションツールを小売業
者とブランド会員に提供します。独自の方法として、ICS
監査は会員により義務付けられ管理されるため、ICS ツー
ルの使用を全面的に管理できます。

ICS監査を完了すると、サプライチェーン全体で包括的な
透明性が確保されるだけでなく、国際労働機関（ILO）の
条約で定義された共通の方法論と枠組みを活用できます。

RBA-VAP 

レスポンシブル・ビジネス・アライアンス（RBA）－
Validated Assessment Program（VAP）の手法は、社
会的、環境的、倫理的な一連の業界プロトコルであるRBA
行動規範に基づいています。1つの製造施設における典型
的なVAP実地監査は2～5日間ほど続き、徹底した文書レ
ビュー、ステークホルダーへのインタビュー、目視による
現場調査などが行われます。

また、企業責任への取り組みを示すものを認定する、VAP
認定プログラムもあります。このプログラムには、VAPス
コアに応じてプラチナ、ゴールド、シルバーの3つのレベ
ルがあります。

SLCPの詳細についてLRQAに問い合わせる à ICSの詳細についてLRQAに問い合わせる à RBA-VAPの詳細についてLRQAに問い合わせる à

https://www.lrqa.com/ja-jp/contact-us/
https://www.lrqa.com/en-gb/smeta/certification/
https://www.lrqa.com/ja-jp/contact-us/
https://www.lrqa.com/en-gb/smeta/certification/
https://www.lrqa.com/ja-jp/contact-us/
https://www.lrqa.com/en-gb/smeta/certification/
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RSPO
サステナブルなパーム油に関する円卓会議（RSPO）は、サス
テナブルなパーム油の生産と使用に関する国際規格を策定し実
施することにより、環境的・社会的に責任のある方法で生産さ
れる持続可能なパーム油の成長と使用を促進することを使命と
するものです。これらの規格は、パーム油生産に関連するさま
ざまな社会的、環境的、経済的問題を対象とした原則と基準に
基づいています。RSPOはまた、これらの規格を遵守している
パーム油生産者のための認証スキームを提供しています。

サステナブルな漁業
水産物認証は、サステナビリティから食品安全性、産地証明、
動物福祉、倫理的慣行に至るまで、ベストプラクティスの
業務運営を実証するのに役立ちます。100 種以上の水産物
をさまざまな業界基準で評価している LRQA のスペシャリ
ストたちには、ASC、MSC、BAP などの強固で実用的な認
証を提供してきた 25 年の実績があり、これらの認証を通
じてお客様のビジネスの信頼を高めることができます。

世界規模の責任ある認定生産
（WRAP）

WRAP 認証の主な目的は、プログラムの 12 原則を
通じて、安全で責任ある倫理的な方法による生産施
設の運営を確保することです。この 12 原則は、アパ
レル、フットウェア、縫製製品のセクターに焦点を
当てた、広く認められた国際的な職場基準、地域法、
職場規則に基づいています。

WRAP認証により、認証された各施設が経験豊富な
LRQA審査員による徹底的な検査を受けており、予告
なしにフォローアップが行われていることを示すこ
とができます。

RSPOの詳細についてLRQAに問い合わせる à LRQAの水産物サービスの詳細はこちら à

WRAPの詳細についてLRQAに問い合わせる à

https://www.lrqa.com/ja-jp/roundtable-on-sustainable-palm-oil/
https://www.lrqa.com/en-gb/smeta/certification/
https://www.lrqa.com/ja-jp/seafood-safety-certification/
https://www.lrqa.com/en-gb/smeta/certification/
https://www.lrqa.com/ja-jp/contact-us/
https://www.lrqa.com/en-gb/smeta/certification/
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LRQAのアドバイザリーチームは、戦略的レベルで、お客様が直面する具体的な課題を
特定し、解決に向けてLRQAの関連するポートフォリオ分野から重要な専門知識を結集
することで、お客様の最大の問題に対する取り組みを支援します。LRQAの専門家が戦
略を支援し、リスクエクスポージャーを低減してインパクトの大きい変革を推進するた
めの枠組みとプログラムを設計します。

責任ある調達の課題に対するLRQA独自の視点は、豊富な現場経験と分析能力によって形成され
ています。これは、お客様の戦略的課題を具体的な戦術的業務プログラムに直結させる能力と相
まって、LRQAを他社と決定的に異なる存在にしており、現在そして将来にわたる真のパートナー
として位置づけています。

ビジネスパフォーマンスを向上させ、規制要件を満たすためのリスクの特定、優先順位付け、
管理を支える中心的存在となるのが、EiQ サプライチェーンインテリジェンスプラットフォー
ムです。EiQ は、エンドツーエンドのサプライチェーン ESG デューデリジェンスを実現する、
独自の実用的な知見を提供します。このプラットフォームはまた、お客様のサプライチェー
ンを理解するのに役立ち、事業戦略に沿った高度にカスタマイズされたソリューションを
開発するための最適な方法を LRQA のアドバイザリーチームに提供します。

LRQAのアドバイザリーサービス

LRQAのアドバイザリーサービスの詳細について問い合わせる à

https://www.lrqa.com/ja-jp/contact-us/
https://www.lrqa.com/en-gb/smeta/certification/
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LRQAを選ぶ理由

グローバルな能力

LRQAは160カ国以上で事業を展開
し、6,000人以上の従業員がチー
ムを組んで、61,000社以上のお客
様のリスクの予測、軽減、管理を
支援しています。

尊敬されるパートナー

責任ある調達の監査において20年
以上の経験を持つLRQAが、マネジ
メントシステムとサプライチェー
ン保証のあらゆる面でビジネス
パートナーとして支援します。

専門知識

LRQAの社員はコンプライアンス、
サプライチェーン、サイバーセ
キュリティ、ESGのエキスパート
であり、審査員は業界で最高レベ
ルの評価を受けています。

実用的な知見

LRQAは、お客様のビジネスに関す
る知見を提供・強化するデジタル
プラットフォームに投資を行って
います。このようなデータ主導の
アプローチは、LRQAの専門知識が
広範な分析に裏打ちされているこ
とを意味します。

詳細はお問い合わせください à

https://www.lrqa.com/ja-jp/contact-us/
https://www.lrqa.com/en-gb/smeta/certification/
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YOUR FUTURE. OUR FOCUS.

LRQA について
認証・サイバーセキュリティ・検査・教育研修分野の比類なき専門知識を結集することにより、当社は世界的な認証のリーディング
プロバイダーの地位を確保しています。

その伝統は誇るべきものですが、顧客との今後のパートナー関係を構築する上で、本当に重要なのは現在の当社の姿です。揺るぎな
い価値・リスク管理、軽減における数十年の経験・未来への的確なフォーカスを組み合わせることで、より安全・安心・持続可能な
ビジネス構築に向けてお客様をいつでも支援します。

独立した審査・認証・教育研修から、リアルタイムの認証技術・データによるサプライチェーン改革まで、当社の革新的で一貫した
解決策が、変化の速いリスク環境に積極的に対処できるようお客様をサポートします。つまり、未来の状況を成り行きに任せるので
はなく、お客様が自ら構築できるようになるのです。

本書に示すすべての情報が正確かつ最新であるように、LRQA リミテッドでは細心の注意を払っています。ただし、情報の不正確さや変更について当社は一切の責任を負いません。
LRQA は、LRQA Group Limited およびその子会社の商号です。詳細については www.lrqa.com/entities をご参照ください。
© LRQA Group Limited 2022

LRQA リミテッド
〒 220-6010
横浜市西区みなとみらい 2-3-1
クイーンズタワー A10 階

お問い合わせ
詳細については、https://www.lrqa.com/ja-jp/ をご覧ください。

http://www.lrqa.com/entities
https://www.lrqa.com/ja-jp/
https://www.facebook.com/LRQAJapan/
https://open.spotify.com/show/6RlvlOQxReKN2OwxQymUf2?si=lEPt5BlGSW2XMkkaDdm9HQ&nd=1
https://twitter.com/JapanLrqa
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